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読み聞かせとは 

読み聞かせの意義とは何でしょうか。子どもにとって「本を読むこと」は、文字を覚え

たり語彙を増やしたりするためだけのものではありません。特に絵本は、知識を与える教

材というよりも、子どもの心の基盤を育てる体験そのものです。ページをめくりながら登

場人物の気持ちを想像し、喜びや不安を追体験することで、自分の気持ちを理解する力に

つながります。 

多くの場合、私たちは「本好きに育てたい」、「読解力を伸ばしたい」と考えて読み聞か

せを始めます。しかしながら、それだけではありません。実際に子どもの心に残るのは内

容の理解ではなく、「誰かと一緒に読んだ時間」ではないでしょうか。お母さんやお父さん

の膝の上で聞いた声の温もり、ページをめくる間の静けさ、読み終えた後のささやかな会

話。それらが積み重なり、子どもに安心感を与えます。安心感は子ども自身の自己肯定感

へとつながり、やがて他者への信頼へと広がっていきます。 

この点について、『新・絵本はこころの処方箋』（岡田 達信著）では、絵本を「心のケ

アの道具」として位置づけています。絵本は正しい行動を教えるためのものではなく、感

情を整える働きを持つと述べられます。悲しい物語を読んだ子どもが涙を流すのは未熟だ

からではありません。物語を通して自分の心と向き合い、感情を外に出す経験そのものが、

心の回復力を育てるのです。 

また、読み聞かせで感想を求めすぎないことも大切です。「どう思った？」と答えを求め

るより、「面白かったね」と共有するほうが、子どもは安心して物語に浸れます。そうした

読書体験を重ねることで子どもは、自ら本を手に取るようになります。 

そして、読み聞かせはわずかな時間でも毎日本を繰り返し読むことに大きな意味があり

ます。子どもは物語の展開を覚えているからこそ安心し、その予測できる安心が心の安定

につながります。忙しい日々の中であっても、短い時間の積み重ねが、

子どもにとっては確かな「心休まる時間」になります。 

同時に読み聞かせの時間は大人にとっても心を整えるひとときにな

ります。子どもと同じ物語を共有することで、日常の忙しさから離れ、

感情を取り戻す時間にもなるのです。 

やがて子どもが一人で読むようになっても、読み聞かせの時間は消え

ません。記憶の中に残り続けます。困ったときに物語を思い出す力、他

者の気持ちを想像する力、自分の感情を受け止める力―それらはすべ

て、誰かとページをめくった体験から始まります。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 

書窓３月号は、書窓の一部リニューアルのため休刊します。 



第４３４号           書窓           令和８年２月２８日 
  

- 4 - 

 

 


